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          ５月 ３日   大和葛城山                 竹原 順治   

山 名 大和葛城山 山行名  市民春山ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ登山① 

ルート 葛城ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前～北尾根ｺｰｽ～葛城山山頂～櫛羅の滝ｺｰｽ～葛城ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前 

山行日 平成 30年５月３日 天 候 曇り 

参加者 

リーダー：竹原(順)         サブリーダー：玉井 

男性：平尾,木元,藤村,山下(剛),上田(昌),西川(榮),金本,西川(洋),赤松,土岐, 

勘川(捷) 

女性：大林,上杉,米澤,伊藤(多),徳田,河野,吉澤,伊藤(典),姫島,大西,圷, 

上田(秀),竹原(絹),勘川(順)             

合計： 27  名  

ルート概略図 

 
左記コースタイム参照 
 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前 
集 8：50 白樺食堂 

(昼食) 

着 11：40 

発 9：15 発 12：30 

ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ 

ﾄﾚ-ﾙ 

着 10：45 
櫛羅の滝 

着 13：45 

発 10：50 発 13：55 

白樺食堂 
着 11：15 

ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前 
着 14：05 

発 11：25 発  

葛城山山頂 
着 11：30 

 
着  

発 11：35 発  

 

山行報告 

新田辺駅に集合した 6：45 には重い雲が垂れ込める空模様でしたが、なんとか昨夜来の雨は

止んでいました。総勢２７人、橿原神宮前、尺度で近鉄電車を乗換え、御所で予定通り奈良交

通バスに乗車。葛城ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前バス停着は 8：45。そこの広場で、春山本番に準じた班編成を確

認し、準備運動の後、登山口の猪防護柵の扉から入山。すぐに右折して北尾根コースをとる。

このコースは最初の３０分が急な登りで相当厳しい。しかし、ア、イ、ウ、エ、オの道標が完

備されており、近鉄てくてくマップで現在位置が確認できるので安心して歩ける。見晴らしの

きく眺望スポットなどでの小休止を挟みながら本番の大山登山を意識して１班から４班の順で

前進する。青空は望めないが、雨の心配はなさそうな雲行きだ。雨上がりの山道を声を掛け合

いながら上って行く。予定通り、２時間弱でダイアモンドトレールに合流。丸太の長い階段を

上ったり下ったりするトレールウォークを楽しんでいるうちに白樺食堂に到着。すぐそこの山

頂を目指す。山頂は風がきつく、記念写真を撮るだけで精いっぱい。各班それぞれが風を受け

ない場所を探して昼食をとる。昼食後、色鮮やかに咲き始めた葛城山名物のつつじ園散策後、

櫛羅の滝コースで下山。このコースは昨年の台風２１号の被害でつい最近まで通行が禁止され

ていた。その爪痕を見ながら、足元に細心の注意をはらって下山。全員無事、14：15発の臨時

便のバスに乗車して御所駅に帰着しました。 

 

ヒヤリハット なし 
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感想文 

                              １班   木元 隆司 

 

事前の天気予報では、雨のちくもりで、「もし中止なら、もう一方のトレーニング登山は予定があ

って申し込んでないのでどうなるか？」と心配していましたが、幸い、天気の変化が少し早まったよ

うで、明け方には雨もあがって、予定どおりの実施となり、ほっとしました。 

くもりで大気が不安定との予報でしたが、連休前半は夏日の暑い日が続いていたので、むしろ暑く

なくてよかったとも言え、また、天候のためか、連休中にもかかわらず葛城山もさほど混雑もせず、

かえってよかったかなとも思いました。 

登っていく途中は徐々に暑くなってきましたが、山頂に近づくにつれて風が強くなり、山頂では猛

烈な風で大変寒く、とてもゆっくり景色を鑑賞するという気分にはなれない状況でしたが、山の斜面

に広がる赤のじゅうたんは絶景でした。天気が良ければもっと気分がいいと思いますが、一目百万本

という美しいつつじの大群生を見ることができ、満足でした。 

もちろん現在は手入れをしているのでしょうが、もともとは人が植えたものではなく、自然の群生

だったとは驚きです。 

登山道はそれほど厳しい道ではありませんでしたが、上りは北尾根コースで、最初に急な坂が続き、

最後は階段も多く、冬の間に鈍った身体にはいい運動でした。下りは櫛羅の滝コースでしたが、途中

地面がぬかるんでいるところがあって、靴がだんだん重くなっていくのを感じながら、滑らないよう

気を付けて下りました。途中、滝を見ることもでき、楽しめました。 

蒜山、大山に向けて、いいトレーニングになったと思います。 

ＣＬ、ＳＬの方をはじめ、皆さん、お世話になりました。 

昨年、入会したものの、山行にあまり参加できませんでしたが、今年はもう少し参加したいと 

思っています。よろしくお願いいたします。 

 

                                   ３班  姫嶋百合子 

 

 登り始めが急登で汗びっしょりでしたが、途中から風が吹き寒くなったりで、着脱が忙しかったで

す。まっ白の大手毬、紫の藤、ピンクにつつじ、山頂は山全体がツツジでオレンジに染まっていまし

た。カタクリの花も終り残念でしたが、岩陰から蛙が鳴いてくれたり、ブナ林の新緑のきれいこと！！ 

 帰りは臨時バスに運よく乗れたり、運賃は竹原さんが安く切符買って下さったり、良いことづくめ

のすばらしい登山でした。葛城山最高！皆さんも是非登って下さいね 
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                              ４班    土岐  吉正 

 

  6:58  電車に分乗し出発 昨日天候もかなりあれてどうなるかと心配したがなんとか天気はもち

そう？ 電車・バスを乗り継ぎ登山口に到着、ロープウェイ乗り場の前で登山準備 

     準備をしていると思ったより寒くゴールンデンウィーク（ツツジ鑑賞）なのにやはり天候

が悪いのか来山者が以外に少なかった 

   9:15  登山口を出発、登山口から登って行くがゆっくりと登り、藤などが所々綺麗に咲いている

のを植物観賞しながら粛々と登って行くのだが前日の雨で下がぬかるんでるかと思ったが

案外と登り易かったしそれに登山者が少なかった。登って行くうちにちらほらとツツジが

咲くのが見かけ始めたら白樺小屋に到着 

  11:40 トイレ休憩をはさみいざ三角点へ風をうけながら、頂上へ着くとかなりの強風、そこで 

     記念写真。そしてツツジ園へ着いてみるとポスターの光景と一緒（花の色はちょっと違う

かな？）一面にツツジが咲き揃っていた。各自、行動食に入るが強風なので嵐の来ない場

所がツツジ鑑賞場所を選択しながら行動食にはいる。ツツジを見ながら昼食をとるのもの

どかでいいものだ。 

 12:30 白樺小屋を出発しくじらの滝方向へ下山。行きと違って前日の雨でかなり下が緩んで滑り

歩行が困難であったがこちらの道では登山者と割と遭遇した。 

 13:25 休憩も登りと違って少なく何事もなく全員無事 1 時間で下山。これで参加者はテストに合

格！ 

 13:35 ロープウェイ乗り場で解散しバス・電車を乗り継ぎ帰路に着いた。 
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